
 

 

 

 

 
 

南浜中学校ならではの体育祭！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の海鷹祭スローガンは、光真輪凜（ひまわり）でした。それぞれの漢字は、「光→明る

さ、真→真剣に、輪→団結力、凜→誇り高く」を表しています。このスローガンには、ひまわりの

ように太陽に向かって明るい方へ進み、仲間との絆や努力、そして凛とした心をもって体育祭に

挑んでほしいという思いが込められていました。 

  



さて、今年の海鷹祭は皆さんにとって、どんな意味をもつ体育祭になったでしょうか。8月 25

日（月）の全校朝会で、全員が海鷹祭を通して成長するために、それぞれの学年に合った個人目

標を立て、見通しをもって練習から当日の活動まで臨んでほしいことを伝えました。また、3年生

には、後輩に真剣に学校行事に取り組む楽しさと団結して取り組んだからこそ生まれる感動を伝

えてほしいというお願いをしました。練習では、各軍の団結力が日に日に増し、当日までに何年

も一緒に過ごしてきた学級のように変わっていきました。時には、軍を超えて仲間を気遣い、励

ます声も聞こえてきました。当日は、一人一人の表情からわかるように、全員が真剣に取り組

み、笑顔で心から楽しんでいました。全校生徒が学級・学年の枠を超え、一つになって学校行事

を成功させようという思いが伝わってきました。生徒の皆さん、感動をありがとう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

  

１ 個人としての成果 

・自分が出ていない競技の時などに全力で応援できて良かったです。次はミスして落ち込んでいる

人などにプラスな声がけをしていきたいです。 

・どんな時でも自分を卑下せず、仲間と全力で今頑張ってくれている仲間を応援して、時には自分

も応援されるということの楽しさを知りました。私は、今まであまり応援は積極的にしなかっ

たけど、今回の海鷹祭でチーム一体となる楽しさを知りました。今後は一年生にもチーム一体

となる楽しさを全力で伝えていこうと思います。 

・特に頑張ったのは放送です。自分の番を忘れないようにして聞きやすくいい声で言えたと思いま

した。 

・声を出して元気に軍関係なく応援したことです。最初は、声を出すのが苦手で心配だったけれ

ど、３年生や２年生の先輩たちが優しく応援の仕方や声がけをしてくれたので大きな声を出し

て応援することができました。 

２ 集団の一員として成果 

・頑張ったことは、青軍のために自分ができることを率先してすること。自分の意見を積極的に

言って、相手の意見も最後まで聞くこと。 

・頑張ったことは、学年関係なく意見を出し合うことです。最初は、年上の学年に意見を言えな

かったけど、段々と意見を出せるようになりました。これからも継続していきたいです。 

・応援を頑張りました。みんなに届くような応援にできるように頑張って声を出しました。 

３ 海鷹祭で得たことを、今後どのように活かしていきたいですか。 

・３年生の全力でやる姿を見て、来年はもっといい海鷹祭にしたいです。 

・来年は、もっと声を出して１００倍出して、よりすばらしい海鷹祭にしたい。 

・みんなで一致団結して、全力を出し、心から楽しめば勝敗関係なくいい思い出になることがわ

かりました。なので、イベントだけでなく、日常生活でも全力で行動しようと思いました。 

・海鷹祭では、僕はとても気持ちが入っていて負けてしまって泣きそうなくらい悔しいですが、

この気持ちを松風祭に向けて頑張りたいです。 

・得たことは、みんなで団結して行えば、ダンスやリレー、ラグビーでも何でも楽しくできると

いうことです。今後もクラスや学年行事や授業でも団結して取り組みたいです。 

 

 

 

 

９月１６日（火）１限に、海鷹祭
の振り返りを行いました。生徒の
コメントを紹介します。 

 

 一人一人が、真剣に取り組む楽しさと団結して取り組む楽しさ、

そして、自分の成長と次への課題を感じた海鷹祭だったようです。 

 他にも素敵なコメントが多数あります。生徒の皆さん、ぜひ、 

タブレットで全員のコメントを読んでみてください。 

保護者の皆様も、お子様に見せてもらってください。 

南中、最高！ 


